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オリンピック大会が過剰なナショナリズムを誘発する事態に対して、IOCの対応は…

和田浩一（フェリス女学院大学）
クーベルタンの思想と行動はその後のオリンピック運動にどのような遺産と課題を残したのか

　　彭帥選手の問題をふまえ「スポーツにおけるジェンダー平等戦略」の成果と課題を考える

個人報告

連続講演

お申込み方法

第14回オンライン研究会・連続講演第14回オンライン研究会・連続講演

オリンピック運動の
遺産と課題を再考する

2022年

3月26日（土）

午前の部

10 ： 00～ 17 ： 05

「第3期スポーツ基本計画　中間報告」の検討

午後の部

ピエール ・ ド ・ クーベルタンのオリンピズム再考

国歌国旗廃止とオリンピック休戦を巡る IOC の対応―成果と課題

黒須朱莉（びわこ成蹊スポーツ大学）

オリンピック運動におけるジェンダー平等の取り組みの現状と課題

來田享子（中京大学）

１

２

３

「IOCのオリンピック運動はもはや必要でなくなった、解体すべきだ」という批判的な言説もある中で、
改めてオリンピック運動の人権・平和を重視する理念と実践を検討する

（10：00～11：30）

（12：40～17：05）

下記の事務局メール（または電話 ・ FAX）で「お名前」「メールアドレス」「電話番号」を事務局に伝えて、お申込みくださ

い。後日、Zoom の入室アドレスをお送りします。



　2021年の東京オリピック（東京五輪と略す）は、日本
政府を中心に政治主導で招致、準備が進められ、その過
程で不明な資金の流れ、女性蔑視発言、感染対策よりも
五輪開催の優先等の問題を誘発し、それをIOCは追認し
てきた。また、北京冬季五輪を前にして、張高麗元副首
相に性的関係を強要されていたとSNSで告白した女子テ
ニスプレーヤーの彭帥（ほうすい）選手の人権問題より
も五輪開催を第一としているとして、IOCバッハ会長は
世界中の世論の反発を受けている。

　以上のように、「オリンピック憲章」や「オリンピッ
ク・アジェンダ２０２０＋５」に記されている人権・平
和を重視する理念をIOC自らが踏みにじる行為に対し
て、世界中の多くの人々から批判、苦言が寄せられてい
るのである。こういう事態に立ち至ったIOCのオリンピッ
ク運動はもはや必要でなくなった、解体すべきだ、とい
う批判的な言説もある中で、改めてオリンピック運動の
人権・平和を重視する理念と実践を検討してみようとい
うのが、今回のシンポジウムのねらいである。

テーマ

開催
主旨

連続講演 テーマ

オリンピック運動の遺産と課題を再考する

フランスの教育者であり、古代オリンピックを復興させ近
代オリンピックの基礎を築いたピエール・ド・クーベルタン
男爵（1863年1月1日～1937年9月2日）。英国パブリックス
クールの心身ともに鍛える教育に関心を持ち、ラグビー校を
訪れたこともよく知られている。ワーテルローの戦いでイギ
リスがフランスに勝ったのは、パブリックスクールの教育の
成果との記述も残している。

　現代のオリンピック運動の現状、問題点、その解決方向を
考えるために、オリンピック運動の創始者クーベルタンは、
19世紀末のフランスの状況をどのように憂え、何を目的に近
代オリンピックを創出しようとしたのか、その理念となるオ
リンピズムの特徴はどのようなものであったのか、さらにク
ーベルタンの思想と行動はその後のオリンピック運動にどの
ような遺産と課題を残したのか、を改めて追究してみたい。

１．ピエール ・ ド ・ クーベルタンのオリンピズム再考

講演者 ： 和田浩一（フェリス女学院大学）

２．国歌国旗廃止とオリンピック休戦を巡る IOC の対応―成果と課題

講演者 ： 黒須朱莉（びわこ成蹊スポーツ大学）

　IOCでは、アベリー・ブランデージ元会長のもとで、オリン
ピックにおける過剰なナショナリズムを抑制するために、表彰
式における国歌国旗の儀礼を廃止する案が提起され、その後も
議論が継続されてきた。オリンピック大会が過剰なナショナリ
ズムを誘発する事態に対して、IOCは明確な態度表明ができて
いるのか、これまでのIOC内の議論から明らかにしたい。
　また、IOCは1992年、すべての国にこの「オリンピック休
戦」を守るよう呼びかけ、古代ギリシャのエケケリアの伝統
を復活させた。IOC総会は1993年10月25日の決議により、オ
リンピック開会の7日前から閉会の7日後まで、加盟国に休戦
を守るよう強く訴えた。
　国際連合総会は、今回の東京オリンピック・パラリンピッ
クにあたりオリンピック休戦呼びかけた。国際連合広報セン
ターは以下のような説明をしている。「オリンピック・ムー

ブメントには、スポーツの教育的価値を通じ、人類にとって
平和な未来に貢献するという理想がある。それはオリンピッ
ク大会という、最大の国際的スポーツ・イベントに世界各地
のアスリートたちを結集させ、平和の維持、相互理解、親善
という、国連と共通する目標の推進を目指すものだ。こうし
た共通の目標を体現するため、IOCは1998年、オリンピック
大会のあらゆる競技会場に国連旗を掲げることを決定した。
一方、国連は数多くの協定やパートナーシップを通じ、IOCや
オリンピック関連機関全体との協力を拡大している。」
今回のシンポジウムでは、平和運動としてのオリンピック

運動の理想の面から、IOCによる国歌国旗廃止とオリンピック
休戦を巡る議論と実践について、その成果と課題を明らかに
したい。後者に関しては、国連の運動との関係を踏まえて検
討できればと考えている。

する事態が生じている。さらに、そもそもスポーツ界に「スポ
ーツ例外主義」（レンスキーさんの本に出てくる「スポーツは
政治に巻き込まれない」というレトリックで民主的な手続きと
か女性の地位とかを無視する考え方と行為）が存在しており、
競技者の人権を二の次とする状況が現実に展開されている。
以上のような事態を前にして、先ずは現状をリアルに構造的に
把握し、次いで「IOCジェンダー平等再検討プロジェクト」
（2017-2018）や欧州連合（EU）と欧州評議会（CE）による
「スポーツにおけるジェンダー平等戦略」がこれまでどのよう
な対策を講じてきたのか、その成果と課題は何なのか、につい
て考えていきたい。

3．オリンピック運動におけるジェンダー平等の取り組みの現状と課題

講演者 ： 來田享子（中京大学）

　新聞、ニュース番組、NETでも報道されているように、彭帥
選手が中国前副首相から性的関係を強要された問題で、WTA 
（女子テニス協会）スティーブ・サイモン最高経営責任者が、
彭帥選手への中国側の対応に深い懸念を表明し、香港を含む中
国での全ての大会の開催を見合わせると発表したのに対して、 
IOCバッハ会が彭帥選手と約30分間のテレビ電話で話をして、
彭帥選手は無事で元気にしているとだけ発言したことで、IOC
の五輪憲章軽視の対応が問題となっている。また、中国の新疆
ウイグル自治区での人権侵害などとともに、彭帥選手へのセク
シャル・ハラスメントも一つの要因として、アメリカを始めイ
ギリス、カナダ、オーストラリアが北京五輪を外交ボイコット




